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この言葉は，夫婦仲良く 暮らして，夫の 人もまたぎをしても 猟師しても えんべしきく人 
で， 熊 狩りしても鹿狩りしても 大した猫達のあ る人で，自分もよく 働く女で何の 不自由なく 
暮らしていましたけれども ，それだけ困ることは ，子供がないばっかりに ，不自由な気持 
ちで，何とかして 妾でも持って ，子供できたらわたしに 子供ないからよけいに ，子供愛した 
いんだから 妾 持ったら子供愛してあ げたいからちって 一所懸命なって 妾 持つよ j にとゆっ 
て夫に勧めたのちの 夫の本妻を殺した 恐ろしい物語を 語りまいりましたことであ ります・ 
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ように育ち，それにつれて ，私も豊かになりました・ 私の夫も， その私の子供も 共々に， 
豊かになって ， ごらんのように 暮らしておりますので ，そのことをお 話ししました．ほ し 
とうにもう泣きながら ，つらくて忘れられない ，恐ろしかった 話を，私は語ったのでござ 
いますと，まことの 立派な奥様が 言いました． 
今 ，私が語った 話は，子供のいない 夫婦がいて，妻のほうが ，何とかして ，夫に妾を持つ 
ように言い続けていましたが ，夫は，妾を 持ったら，今度ほ 悪心を抱いて ，本妻を穴に 落 
とし入れ，殺して ，首を切り落としてしまい ，それからその 頭が天へのぼって 行って，沖 
の方へ行って ， 痘 瘡の神様が沖から 伝染病を寄こしたという 話，あ きれた 話 ，かわいそう 
な話を， 今 ，私は語ったのでございます． 
女の墓標の話が 入った昔話 
  
  
女の墓標の話が 入った昔話を ， これからお話しいたします  
私は，石狩川の 川口を領する 長者，村長の 妻でしたが，主人は 人並みすぐれて 気性のよ 
い，村人達を 上下の分けへだてなくかわいがるお 方で，そんな 主人に私は連れそって ，一
緒に暮らしていました・ 主人の手にかかりますと 狩りの獲物も 人より沢山とれますので ， 
私達 は 何も不自由することなく ，何を食べたいとも 思わず，何を 欲しいとも思いませんで 
した ( Ⅰ何の不足もあ りませんでした ) 
主人が舟で交易に 出かけますと ，衣料やらたばこやら ，女性の宝物やら ，宝物に，刀剣 
に，行器 ( ほかい ) でも，舟にいっぱい 積んで，運んで 来ますので，私達は 着物にも何にも 
不自由することもあ りませんでした．何を 欲しいとも，何を 食べたいとも 思わずに，何不 
自由なく，主人に 連れそって一緒に 暮らしていましたが ，そのころ，こういううわさが 立 
ちました・「私達の 村のちょっと 下流の方に，川向うに ，一軒家のように 離れて立つ一軒の 
家があ って，そこに 貧しい若者が 住んでいて，山刀もなく ，何もないものだから ，素手で木 
を折り， ホ をねじ っ て薪にして，それで 火を焚いて，火にあ たっている・それで 名付けて， 
木折り貧乏人木ねじり 貧乏人と呼ばれている 若者がいる・ 彼は船首すらないようなお んぼ
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ろ 舟を持っていて ，それで人を 渡している・ 川の向う側に 人が行こうとすると ，船首のな 
い舟で，人を 渡している ロと ，私は聞いていました・ 
けれども，あ る 年 ，また，主人が 山奥へ行くために ， 一 ，ニヵ 月 ほど山奥へ行くために ， 
狩 小屋へ行ってしまったあ とで，まさかそんな 気持ちになるとは 思わなかったのに ，私は 
急に，その木ねじり 貧乏人木折り 貧乏人のところへ ，行きたくなりました・ 急に行きたく 
なりました．我慢できないので ，それから，私が 着ているもののよいもの ，主人が着るも 
のを別に衣桁に 掛けてしまったら ，私の持っているもの ，よい着物を 全部，大きな ご ざの 
荷物の中に入れました・ 私はそれをリュックの 中にどんどん 入れて， 大きな荷物にして ， 
背負って，その 私達の村の下流の 方に下りて行き ，Ⅱ @ に行って，大声で 丸頭さんを呼び 
ました． 
すると，あ の木ねじり貧乏人木折り 貧乏人が，舟を 漕いで，私を 渡しにやって 来て，私を 
渡して，彼の 家の近くのところに 私達は上がりました・そして ，家の門口に 連れ立って 行 
きましたところ ， 彼が「奥様， どこへいらっしやるおつもりで ， おいでになったのです 
か㍉ と言いました・ それで， 「どこへも行きません・ ここで暮らすために 来たのです つ 
と 私が言いますと ， 彼はひどくびっくり 仰天 し ， 「あ れまあ 奥様， どうなさったというの 
です．私は貧乏人で ，何も持っていません・ 敷物もなく，ただ 土の上にごみを 散らかして 
( 二車をばらまいて ) 住んでいる貧乏人です・ 何も，薪をとる 道具さえもない 者です・ ど う 
しようもない 貧乏人ですのに ， 奥様， まあ ， あ きれたこと， あ んな立派な旦那様に 連れ 
そう奥様でいらして ， どうなさったのですか・ あ るまじきことをおっしやっているのです 
よ・」と，その 若者は言いましたけれど ， 私は聞きもせずに ， 荷物を持って 家の中に入り 
ました． 
それから，その 若者は驚き，唇の 色も失せるほどに 驚いていましたけれども ，私は左 座 
に 荷物を置きました・そうしていて ，それから，荷物から 干し肉やら干し 魚 やら，私が背 
負ってきたものを 出しましたところ ， その男は欠けたなべしか 持っていませんでしたの 
で，その欠けたなべで ，そうした私が 背負って来た ， 魚 やら肉やらを 出して煮て，男にも 
食べさせ，私も 食べました． 
それからもう ， 寝る時分になりました． 男は右 座に ， ごみの散らかっている 所に行っ 
て，横になりました．寝た 様子ですので ，私はそこに 行って，それから 上をまたぎながら 
跳び越え， 後ろから前から 跳びはねて， 一緒に寝るのだと 私が言うと，男は 驚いて，「奥 
様どうなさったのですか ，あ あ 驚いた，どうかして ，あ なたの御主人が 怒ってやって 来た 
ら，二人とも 生きてはいられないでしょう・あ あ 驚いた，奥様どうなきったのですか ! ど 
うなさったというのですか !」と言い，手ではらいのけて ， 止めさせようとしますが ，そ 
れでも私は聞きもしないで ，そのように 前へ 奥へ ，またぎ跳んでいると ，ついに男は 根負 
けして，私の 言うことを承知しました．そして 抱き合って，それで 私の気もしずまりまし 
た・そして一夜を 過ごしました．それからその 翌日は ， 起きて，それから 家の中のごみを 
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せっせとかき 出し，家の中ほどまで 積み上がっていたごみを ，せっせとかきとって ， 外へ 
出しました・ ごみを外へ掃き 出して，家の 中を長い時間かけてきれいにしてから ， 茅メ けり 
をし，それから 敷物を沢山編み ， とうとう私は 一日でその家の 中もきれいにし 一日でそ 
の敷物を作り 上げました・ 
そしてそれから ，毎日，私は 家の壁にも， ( 編みました・‥ )編んだ物をつるして 壁をきれ 
いに飾りました． ま ろ てそのぽろ家の 中てはないかのように ，見違えるばかりにきれいに 
してから，今度は ，浜に，浜が 近いものですから ，浜に下りて 行って，それから 寄り木を 
沢山拾って， ホの 倉を作って，浜に 次々に木の倉を 沢山作って，二つも 三つも木の倉を 作 
っておきました・ そして，そこから 薪を背負っては 運び，背負っては 運びして，家の 外に 
も沢山 薪 があ るようにしました・そうしていて ，それから，時には ， 魚 つりをして，魚を 
とり，その小魚をどんどん 次々に焼いて ，その小魚を 食べたり，その 合間には・浜に 下りて， 
山刀もないものですから ，小刀 か何かは持っているのですけれど ，山刀がないものですか 
ら，そのように 浜に下りて，寄り 木拾いをして ，次々に背負って 来たものですから ，家の 
外に，薪もどっさり 山積みにしておきました・ 
私はそうして 暮らしていましたが ， あ るときまた， 浜に下りて， 寄り木を沢山拾って ， 
ホの 倉を作っていますと ，何か東南の 方から人の影みたいなもの ，大きな荷物を 背負って 
いるようなかっこ う をしたものが ，やって来るのが 見えました・なんだ るぅと 思って，寄 
り木を拾う 問 あ いだに，そちらの 方をちらちら 見ているうちに ，それはだんだん 近づいて 
来ました． 見 ますところ，女のよ う です・やはり 女でした・そして 大きな荷物を 背負って， 
頭に白い 絹と 黒い絹の飾り 布を巻いているのがわかりました・その 女の人が大きな 荷物を 
背負って来るのを 見ながら，私が 木を集め， ホの 倉を作っているうちに ，その女の人はま 
っすぐに私の 方に向かって 来て，その木の 倉を作っているところ ，私のそばに ，荷物をお 
ろしました・おろして ， それから荷物のそばに 坐って， それから「奥様， お坐り下さい・ 
お話を申し上げますから・」と 言いました・ 
そして私は坐りました・ 見ますと，ただの 女どころではあ りません．女神様らしく ，神
の面ざしそのままの 美しい女性で ，そのように ， 里い絹と 白い絹を重ねて 頭に巻いていて ， 
そして， このように語り 出しました． 
「奥様，あ なたが，この 石狩 ノ ll の川口の村長に 連れそう奥様でいらっしやったということ 
を，私は見，自分の 歩く先の方に 見ながら (二 霊力で透視しなが 日来ました・ 私は何びと 
でもあ りません． ( 斜里の・‥ ) 斜 里の村に住む 婦人です． それはそれは 手先も器用ですし ， 
一 39 一 
rot@katkemat@ane@hine@anan ・ pe@ hike@easir@ka@askay@hene@yuptek@hene@aki 
p@ne@kusu@po@ka@asak@pe@ne@korka@askay'an@pe@ne@kusu@okesinne@(ay       
usa@Ckemekarpe@ayeasa@wa@kerneykian@usa@cikarkarpe@okeSnne@@1)@3yeasa 
wa@akar@kor ， okkayo@kor@pe@ikor@or@ta@emus@or@ta@ikouwekari ， tamasay@or 
ta,@macikor@ne@ciki@nep@ne@yakka@poronno@usa@Sntoko@usa@patci@emus@or 
ta@ikor@or@ta@okkayo@nispa@cekasure ， men ko@ane korka@sikatkemat@pase 
katkemat@ane@hine ， Mosirpasari@ta@an@katkemat@ane@hine@anan@ruwe@ne 
hine,@akotanu@ta@ikoytupa@okkaypo@umurek@okay@pe@ne@hike@aSyoromare 
hine@ okaan@ pe@ne@ hike@ 。 onnean@yakun ， inurappa@wa@ikore@yan ， ta@ ene 
okkayo@kasu@nispa@ane@ruwe@an@kusu@akor@wa@an@pe@ opitt @ aecikore@ wa 
onnean@kusu@i   okake@ta,@ecisinnurappa@eciinomi@wa@ikore@yak@kamuy@or 
ta@ aeyaykamuynere@ kusu@ ne@ na ， ， sekor,@ haweanan@ kor,@ nea@ okkaypo 
umurek,@oka@ruwe@ne@hine,@oraun@easir,@ (ray n      r y］e［anu｝‖ki 
ruwe@ne@a@p@orowano ， kespa@kespa@autari@anakne,@ anurappa@wa ， us @aep 
pirka@hi ， usa@okay@pe@maratto@pirka@p@sirepa@wa ， ora@easir ukoma attokor 
haw@wenruy@hike@ka@asinuma@anak@ainurappa@ka@somo@ki@p@ne@kusu ， nei 
wa ka ait 百 lkka somo ki. 注 2) ヵ 
"@nea@katkemat@atak@ka@somo@ki ， asinu a anak@ne@pase@katkemat@ku- 
waha@ane@ruwe@ne ・ isam@hi@ta,@aiurare@kuwa ・ @@3)@ane@ruwe@ne ・ sinr@@   or@un, 
airurare@kuwa@ane@kamuy@menoko@ane@tune@arura@ruwe@ne@a@wa@ene@akor 
katkemat@anurappa@ka@somo@ki@p@ne@kusu@kamuy@or@ta@ikoytupa@kor@iyorot 
kor@ an ・ iruskaan@ ora@ ea@ katkemat@ kairuska@ p@ ne@ kusu ， iyutek@ hine ， 
。 easir@akor@kamuy@katkemat,@akotanu@ta@earpa@wa@akor@wa@oka@ikor@or@ta 
macikor@or@ta@nep@ne@yakka@opitta@poro@niyesike@ekar@wa ， inan@kotan@or 
ta@hene@ne@yakka ， kewtumu@pirka@utar ， tan@akor@ pe@ekore@wa@inurappa ， 
  orukessak@Mosirpasari@un@katkemat@anurappa@na ， "@sekor ， hawas@y kun
auk@easkay@ruwe@ne@na ・ ， sekor@akor@katkemat@iyutek@ruwe@ne@hme ， Mo- 
sirpasarihi@ta@ekan@ hin @nea@wenkur@utar@oka@korka ， nea ， nispa@kor@pe 
katkemat@kor@ pe opita@ase@ hine@tap@ekan@ wa@ orowano@ rutteksam@akus 
wa@ekan@hike@ka ， kewtumu@arke@wen@utar@ka@oka ， kewtumu@epitta@wen 
u ぇa ァ ka oka   
henoyean@uske@ka@isam@kor@ekan@ayne@siyetok@un@inkaran@ayke@Iskar 
    
注 l) ekesinne なあ ちこち へ 》と言っているが ，後日，語り 手自身が okesinne ( あ ちこ 
ちから》の誤りと 訂正した  
注 2) ここまでは死んだ 婦人の叙述，次からはその 婦人の墓標の 叙述となる   
注 3) kuwa は 杖 ・墓標のことも      という・死者がついて 歩く 杖 ，つまり死者を 死後 
0 世界へ導くものだと 言う   
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働き者なものですから ，子供もいないのですけれど ，手先が器用なものですから ， ほうほ 
うから刺繍した 着物などを頼まれて 針仕事をし，刺繍の 着物などをあ ちこちから頼まれて 
作って，男の 持ち物，宝物でも 刀剣でも私のところに 集まって来ました・ 玉の首飾りとか ， 
女の宝物でも ，何でもたくさん ，行器やら 鉢 やら刀剣とか 宝物とか，男の 長者にまさって ， 
私は女ですけれども ， まことの婦人， 立派な婦人として ， 斜里に 住む婦人だったのです・ 
そして私の村に ，財産を持っていない 若者夫婦がいたのですが ，私は彼らを 自分の家に入 
れてやって，一緒に 暮らしていました・ 私は彼らにⅠ私が 年老いて死んだら ， どうか供養 
しておくれ．私はこのように ，並みの男には 負けないくらいの 長者だから，私の 財産を全 
部， あ なた方にあ げて死ぬから ， 私の死後にどうか 祖霊供養をして 私をまつっておくれ・ 
そうしてくれたなら ，私は神様の 国で立派な神様になるのだからりと 言っていました・そ 
して，その若者夫婦は 幕らしていて ，それから (私は死んで・‥ ) 死 というものを 私はしたの 
ですが，それから ，毎年毎年，私の 仲間は供養されて ，いろいろ食べ 物のよいもの ，いろ 
い ろなもの， ごちそ う のよりものが 届いて，みんなで 一緒に宴を催す 声が，にぎやかに 聞 
こえますけれども ，私は供養されないものですから ， どこからも金鉄招かれませんⅡ 
「その奥様は ，全然招かれもしません・ 私は，その立派な 奥様の墓標です・ 奥様が亡くな 
った時に，伴わされた 墓標です・先祖のところへ ，奥様を連れて 行くように頼まれた 墓標 
です．私は女神で ，私が奥様を 連れて行ったのですが ， このように奥様は 供養してもらえ 
ないものですから ，神の国で不自由しながら ，みんなの中で 暮らしています・ 私は腹 だた 
しくて，またその 奥様も不満なので ， 私を使いに出して ， r どうか女神様， 私の村にいら 
して，私が持っていた 男の宝物やら 女の宝物やら ，何でも全部，大きな 荷物を作って ， ど 
の 村でも結構ですから ，気性のよい 人達にこの私の 持ち物をあ げてやって下さい ，彼らが 
私を供養してくれ ，「後継ぎのない ， 斜 里の奥様を供養いたしますよ つ という声がしたな 
ら，私はお供えの 品々を受け取ることができるのですからりと 言って，奥様が 私を使いに 
出したのです・ そうして， 私は斜 里に 来て， あ の貧乏人達が 住んでいますけれども ， 私 
はそういった 殿方のものもご 婦人のものも 全部背負って ，こうして来て ，それから海辺に 
沿って回って 来たのですけれども ，心の半分が 悪い人々もいました・ 心の全部が悪い 人々 
もいました   
寄る所もなくて ， ずうつと 歩いて来てから ，行く手を見ますと (ニ 透視しますと ), (あ なた 
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putu@kor@nispa@kor@katkemat@hekote@katkemat@ene@aan@korka@pak@kewtumu 
pirka@pak@ramatu@pirka@katkemat@oar@i   am@pe@ene aan@ruwe@ne  
hine@orowaun@ta@inkaran@hike,@ta@ehekote@wa@ean@okkaypo@ninoye@wen- 
kur@nikekke@wenkur@sekor ， aynu@or@wa@areko@kor@an@yakka ， ek a @wano 
wenkur@ka@somo@ne ・ teeta@pase@nispa@Iskar@putu@koasuruas@pase@nispa ， sine 
po@kor@wa@kamuy@pirkare@ekatuehanke@kusu@umurek@nispa@isam@ruwe@ne   
okake@ta@oar@hekaC@   oar@tennep@hoppa@wa ， iam@pe@ne@kusu,@nea@Iskar 
putu@ekotanne@wenkur@utar@nea@nispa@kor@pe@opitta@ukowsaraypa@orano, 
petkus@un@tup@wa ， ea@kot n@or@ta@nea@wenkur@okkaypo@kotan-kor-nispa 
poho@ne@korka ， na@oar@tennep@ e@hine@ kor@wa@okay@ pe@opitta@ rurapa@p 
ne@kusu@ohas@@   ta@yayhetukure@wa ， to nen@poka@poro@wa@an@ruwe@ne@p 
orano,@ eyKp@ ka@isam@ hi@ os@ekuriantepa@kus@ ， ninoyew nkur@ n Ⅰ  ekke 
wenkur@ ， sekor@ye@kor@oka   
korka, 屯 eeta  nisSpa  s mikamuy  sasinikoracian  pe,ne  uwe  nea  p  o エa 
ene@ne@hi@kusu ， am y@or@wa@okamkir@ene@aeyaynure@wa ， nea@wenkur
eun@eek@rusuy@ruwe@ne@hine@ora,@ehekote@nispa@ka@emosmano@an@hi@anakne 
kamuy@or@wa@okamkir@aeyaynurepa@wa@ene@ne@hi@ne@ruwe@ne@kusu,@tan 
akor@usa@macikor@usa@okkayo@kor@pe@ poro@ ikiri ， ase@ wa ekan@ ruwe@ ne 
kus@tapan@pe@ekor@wa@earpa@wa@oraun@neun@ka@eciiki@wa@ecisakekar@wa ， 
ora@ehekote@nispa@ka@matkor@asinno@matkor@wa@an@ruwe@ne@yakka ， etak 
yak@eye@kor ， kotanu@epitta@oka@utar@etak@wa ， ora@ecimarattokor@yakun 
ewiminare@ 。 wenkur@utar@koohana@ hemanta@kor@wa ， iyaske@uk@kor@ o a 
hawe@oka@ ， sekor@wenminahaw@ukopunpa@kor@arki@nankor   
ora@ ahup@yakun@tan@ikor@or@ta@ emus@or@ta@eciesokarkar ， macikor@ne 
yakka@eciracitkere@wa@ne@wa@ne@yakun@easir@cisekankotor@mike@kane@kur- 
kot@kane@nankor@yakun,@ apa@or@ta@ahup@W3@hotku@hotku@kane@easir@ka 
eramkoesikarpa ， wa@hotku@hotku@kane@ ahup@ nankor@yakun@orowa@ene@ne 
kuni ， kamuy@or@wa@ekor@okkaypo@pawetok@akore@nankor ・ paw ore 
nankor@yakun@orano@yayocarankekote@wa,@easir@ka@sisak@pawetok@ne@wa 
yayocarankekote@wa,@onaha@korpa@p@opitta@hetopo@kuwa@kor@kane@ahoSp ， 
pare@ nankor@ yakun ， hetopo@ suy@ kotan-kor-nispa@ pase@ n ne@ an@ wa ， 
easir@ka@orowano@anakne@(ramut ，・・ )@ramatu pirka ， kamuy@erampokwen 
pe@ ne@ kusu ， pase@ nipa@ hetopo@ kotan-kor-nipa@ e@ an  wa ， eCuhekote 
yakun enene kunl7 (easi で eci 百も止 omsama. . .) nる丘 ok@ tap nlspa new.a@ 
usa@ yaypuni@ ki@ wa@@ oka@ rok@ pe@tane@ anak@ eciattomsama@ e awr ri 
    
注 ) kl Iok ora と言っているが ，後に語り手自身が 訂正した  
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が 見えました ) あ なたは石狩川の 川口の村長さんの 奥様，村長に 連れそ う 奥様でしたが ，こ 
れほど気性のよい ，これほど魂のきれいな 婦人はいない ，そういうすばらしい 女性でした・ 
それからこっちを 見ましたら， ここにあ なたが連れそっている 若者は，木ねじり 貧乏人 
木折り貧乏人と 人から呼ばれてはいますけれども ， もとから貧乏人ではあ りませんでし 
た． 昔 ，立派な長者，石狩川の 川口で評判の ，立派な長者に ，一人の邑子があ りましたが， 
長者夫婦は神様に 好かれたために ，早くに亡くなりました・ 
あ とに，全くの 子供，まだほんの 赤ん坊を残して ，亡くなったものですから ，その石狩 
川の川口の村に 住んでいる貧乏人どもが ， その長者の持ち 物を全部かんなで 山分けして， 
それから， 川 向こうへ移ってしまいました・その 村で，その貧しい 若者は，村長の   邑子で 
したけれども ，まだほんの 赤ん坊で，持っているものを 全部持って行かれてしまったもの 
ですから，だれもいない 所に一人で育って ，あ のようにどうにかこうにか 大きくなったの 
ですが，それから 人々は，彼には 道具もないのを ，後ろから，蔭で 笑って，木ねじり 貧乏 
入木折り貧乏人と 言っていました・ 
でも，彼は昔の 長者の子孫，神の 子孫みたいなものでした・そういうわけで ，あなたは 
神様から， わざとあ のように思わされて ， その貧しい人のところへ 来たくなったのです・ 
そして，あ なたのご主人も ，あ なたに何も言ってこないのは ，あ なたが神様からわざと 居 、 
おされてこうなったからなのです・ですから ，この，私の 持っている女の 宝物やら男の 持
ち 物やらの，大きな 山積みを，私は 背頃 って来たのですから ，あなたはこれを 持って家に 
帰って，それから ，あ なた方は何とかしてお 酒を造るのです・そして ，あ なたのご主人も 
妻をめとり，新たに 妻をめとっているのですけれど ，あ なたは，呼びに 来たと言って ，あ 
なたの 村 じゆうに住む 人々を招いて ，そして宴を 催すのです・すると ，彼らはそれをおか 
しが先日貧乏人ども ，あ んなもの達が 何を持っていて ，私達を招待すると 言うのだろう づ 
と ，大笑いの声をあ げながら，来るでしょう・ 
それから彼らが 入って来たら ，あ なた方はこの 宝物やら刀剣やらで 家を飾り，女の 宝物 
も吊り下げておけば ，それこそ家の 壁は光り輝きわたるでしょう・そうすると 彼らは，戸 
口の所まで入って ，低く低くかがんで ，本当にびっくりして ，恐れ入って 低く低くかがん 
で入って来るでしょう・そ う するとそれからこ う なります・あ なたの若者は 神様から雄弁 
さを与えられるでしょう・ 雄弁さを与えられたら ，それから彼は 一人で一所懸命談判して ， 
それはそれは 類のない雄弁さで 談判して，彼の 父親の財産を 全部，もとどおり ，利子をつ 
けて返されるでしょう．そうしたら ，彼はもとどおりまた 村長，立派な 長者になって ，本 
当にそれからは ，魂がよく，神様が 憐れんで下さるので ，立派な長者，もとどおり 村長に 
なって， あ なた方が夫婦になったら ， ( あなた方が言うことを・‥ ) その，今まで 金持ちで， 
いろいろ馬鹿にしていた 者が，今はあ なた方に忠実に 従うような，長者夫婦にあ なた方は 
なるのです．そのために ，私はこのいろいろなものを 背負って来たのですよ・ 
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nispa@katkemat@ecine@kuni@p@kusu ， ta @usa@okay@pe@ase@ruwe@ne@na ， 
orowano@ 。 Mosirpasari@ un@ orukessak@ katkemat@ nurappa@ n  ・ ， sekor ， 
ecihawe-(ka@ ・・ ， )oka@kor@echnurappa@yakun,@ asinuma@ka@akor@katkemat 
ka@kokusis ， auk@easkay@kuni@ p@ ( e ruwe@ne)@ maratto@ ne@ ruwe@ ne@ na ・ " 
sekor@hawean@tek@kor@kuripan@tek@hine@isam   
hfne@ora@inkaran@ruwe@Skehe@poro@ni   eSk eaSri ka@pak@akor@rusuy 
pe@opitta@ase ， ne wa@an@poro@sike@ase@hme@ekan@ruwe@ne@akusu@orano@suy 
akor@okkaypo@po@hene@paipor@ka@sak@kane@ekimatek@nei@wa@ka@aeikka@wa 
ene ， "@akor@katkemat@ikoytupa@a@p@kusun@somo@nei@wa@ka@eeikka@wa@eek 
pe@he@an@he@an ， "@sekor@ekimatek@kor@an@korka@"@tapne@tapne@kane@kamuy 
menoko ， kamuy@ saranpe ， retar@ saranpe@ kunne@ saranpe@ panu@ menoko, 
okoykaun@wa@ek@wa@se@wa@ek@pe@ne@wa@ora@tapne@ tapn @ne@wa  sakekaran 
nen@poka@ ki@wa@ akotanu@un@utar@ atak@wa (ne)@ orano@ ainomi@ (ne)@ kuni ， 
'@Mosirpasari@un@ orukessak@katkemat@ anomi@ na ， '@ sekor '‖nurappa na ・ ' 
sekor ， ecihaweoka@yakun@ne@kuwa@kamuy@ka@(tu@ ， ・・ )@turano ， uk@easkay 
kuni@ye@kor@kuripan@tek@W3@is2 ㎝ Skehe@taptap@ ase@W8 ekan ruwe‖n." 
sekor@haweanan@akusu ， nea@akor@okkaypo@nupe@tura@onkami@a@onkami@a 
kor ， orano@nea@ase@wa@okay@pe@cisekotor@aekarkar@macikor@or@ta@okkayo 
kor@pe@or@ta@macikor@hene@anukar@eramiskari@no@oka ， easir@macikor@tekpa 
poro@sayehe@hempak@sayehe@aracitkere@cisekotor@aekarkar@ikor@or@ta@emus 
or@ta@ki@wa ， c sekankotor@emike@kane@ekurkot@kane ， orano@makpo@ikipa@wa 
sakekarpaan ， 
sakekaran@ ruwe@ ne ， hine@ sakekaran@ hine@ sake@ pirka@ hikusu@ oraun ， 
iyaskeuk ， an@kusu@yaykata ， (iyes@ ・・ ， )@iyaskeuk ， an@ usu,@akotanu@ta@arpaan 
hoskino@auni@ta@ahunan ， auni@ta@ahunan@akusu@tan@pe@or@ta@akor@nispa 
somo@ekimne@no@an ・ ikohosari@apasam@akosikiru@hine@aan@akusu@ikohosari 
hi@kusu ， "@tapne@kane ， sa ekaran@ninoye@wenkur@mkekke@wenkur@oro@ta 
arpaan@wa@anan@wa@kusu@ora ， sakekaran wa@ahekote@nispa@ka@akotanu@un 
utar@opitta@atak@kusu@ekan@ruwe@ne ・ " sekor@h wean@akus,@komusis,@simu- 
siska@ruwe@ne   
hine@ ora@ soynean@ hine@ orano ， akotanu@ epitta,@ omananan@ hoyupuan 
nispa@utar@ okkaypo@ utar  atak@kuni@ aye@ kor ， orano@ suy@ ekan@hine@ anan 
akusu,@sikusayarpa@kus@hotuypa@hawe@wenruy,@ hme@ak s w @ne@otanpa 
un@(yap@akusu@orowano)@ayapte@inne@utar@ki@akusu@orano,@mina@haw@ko 
(te@ ，・・ )@tesesatkipa@hawe@ene@oka@hi ， "@wenkur@utar@koohanapo@mak@iki 
hine@ sakekarpa@ hemanta@ esakekar@ hemanta@ (ey@ ， ・ ， unihan@ ・ ， ・ u) 
e(y)unahunke@ kor@ oka@ hawe@ an・ "@ sekor ， wen@ mina@ haw@ ukoroski@ kor ， 
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それから， あ なた方が 尹斜里の ， 後継ぎのない 奥様を供養しますよ  コと 言って，供養 
して下されば ，私も奥様も 一緒にお供え 物を受け取ることができるのですからりと 言う
か言わないかのうちに ，すうっと姿が 消えてしまいました． 
それから私が 見てみますと ，荷物，大きなし よ い荷です．本当にも う 私は欲しいだけの 
ものを，全部背負いました・その 大きな荷物を 背負って，家に 帰りました．するとそれか 
らまた，その 若者は，なおいっそ う 唇の色も失 う ほど青ざめて 驚き， どこからか私が 盗ん 
で， このように持って 来たとでも 橿、 っ たらしく，「奥様， 不自由したからといって ， どこ 
からか盗んで 来たのではあ りませんか・」と 驚きあ わてていましたけれども ，「かくかくし 
かじかで，これは 女神様が，神様の 絹，白い 絹と 黒い絹の飾り 布を頭に巻いた 女神様が， 鋤 Jll 
路の方角からいらして ，背負っていらしたもので ， こ う い う わけで，何とかしてお 酒を造 
り， 村の人たちを 呼んで，そしてお 祭りをするのに ， r 斜 里の後継ぎのない 奥様をまつり 
ますよ つ と， r 供養しますよ ロと ，あ なた 方 ・が言ったなら ，その墓標の 神様も一緒に ，受 
け取ることができるのですと 言って，すうっと 消えてしまいました・その 荷物を， このと 
おり背負って 来たのですよ・」と 私は言いました・するとその 若者は，涙を 流しながら，礼 
拝を繰り返して ，それからその 背負って来たもので ，家の壁を飾りました・ 女の宝物やら 
男の持ち物やら ，女の宝物でも 私が見たこともないような ， も う それこそ，一番よい 玉の 
首飾りの，大きなのを 幾 連も吊り下げ ，家の壁を飾り ，宝物やら刀剣やら て 飾って，それ 
で家の壁が一面に 光り輝きました・それから 私達は何とかしてお 酒を造りました・ 
私達はお酒を 造りました・そしてお 酒を造って，お 酒がおいしくでき 上がりましたので ， 
それから， 私は人を招待するために ， 自分で人を招待するために ， 私の村へ行きました・ 
最初に，私の 家に入りました・ 家に入りますと ，この時には ，私の前の主人は 山へ行かず 
に，家にいました・ 彼は私の方を 振り向きました・ 私が戸口の所に 入って，すぐそこに 坐 
りますと， 彼は私の方を 振り向きましたので ，「かくかくしかじかで ， 私どもはお酒を 造 
りました・木ねじり 貧乏人木折り 貧乏人のところに 行って住んでいますので ，お酒を造 っ 
て ，旦那様も村の 方々も，皆さんをお 呼びしに参りました・」と 言いますと，彼は ，承諾し 
たしるしに咳払いとしました． 
それから私は 外へ出て，それから ， 村 じゆうを歩き 回り，走り回って ，長者達や，若者 
達を招待すると 言って，それからまた 帰って来て家にいますと ，川を渡してくれと 呼ぶ大 
きな声が響いてきました．そして 私が川渡しをして ， ( 彼らがこっちの 岸に上がりますと ， 
それから ) 大勢の人々が 岸に上げられますと ， それから， 笑い声がクスクスと 聞こえて， 
こう言っています・「貧乏人ども ， あ んなやつらがどうやって 酒を造ったんだ ， 何から酒 
を造り，何があ ると言って私達を 招待しているんだろう・」と ，皆で大きな 笑い声をあ げな 
がら，やって 来るのが聞こえました． 
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彼らが家の門口まで 来て，戸を開けて 入りますと，ほんとうにびっくりしたような 様子 
で，あ とからあ とから頭を下げたままで ，次々に入って 来ます・それから ，その私達のお 
酒で，宴を催しました・それからかんなは ，それはそれは 感心した面持ちで ，大勢の人が ， 
その，私の ( 新しい ) 主人を，酒を 入れた行器の 後ろ，つまり 坂上席に坐らせて ，それから， 
立派な酒宴，類のない 酒盛りが催されました・ だれも私達を 怒りもせず，何とも 言いもせ 
ずに，その酒宴，類のない 宴が催されました・その 間に，私が「かくかくしかじかで ， 斜
里からいらした 墓標の神様が ， こと づ てを添えて背負って 来たものを， ここに私は持って 
いますから，私達は F 魁星 の ，後継ぎのない 奥様を供養しますよⅡと 言いながら，お 供物 
をまかなければなりません リと 言ったものですから ， 長者たちはそのとおり 言いながら， 
ていねいにお 供物をまいて 供養し，それからその 長者たちもみんな 帰って行ってしまいま 
した． 
それから後，その 私の夫になった 若者は，何とまあ 雄弁で勇敢で ， あ んなに遠慮深かっ 
たものですのに ，それからほ ，それはそれは 勇気も雄弁さもそなわって ，その上に， 山へ
狩りに行きますと ，行く先々に ，天から授けられるように ，鹿でも能でも 沢山どっさりと 
れます・そうやって 私達 は暮らしていました・ 食べたいものも 欲しいものもなく ，何不自 
由なく暮らしていて ， しまいには， どんなふうにか 神様から夢を 見させられて ，そうな っ 
たらしく，その 後，夫の若者は ，その私の村の 人々にも，私の 主人だった村長にも 談判し 
て， ( 談判 ) 毎日毎日，一人で 談判し続けて ，父親が持っていたものをすべて ，利子をつけ ， 
利子をつけて 返されました・ 夫は，毎日毎日その 宝器を，川を 渡して運び続けて ，そうし 
て私達 は 暮らしていました・そして 家も新しく建て 直し， きれいに建てました・すごく 大 
きな 家 ，村の人々に 手伝わせて，きれいな 宏大きな家が 建てられました・そしてそれか 臥 
その新しい家に ，若者の父親が 持っていた 物，利子をつけて 返されて来た 物すべてで， 家 
の中を飾りました．私は 働き者なものですから ，なおいっそ う， 家の中をきれいに 飾りま 
したので，それこそ 家の中は一面に 光り輝きました． 
それから，あ の私の夫だった 村長も，私の 噺しい ) 主人に忠実に 従い，あ の川向うに住 
んでいた人達も ， だんだん私の 家の近くへ， 家を建て，家を 移して引っ越して 来ました・ 
そしてそれから ，みんなと一緒に 住んでいた村にも 増して，それ 以上に大勢の 人が住む村 
を，その私の 主人が村長になって 治めて，それほそれは ，近くの長者も ，速くの長者も ，み 
んなで敬ってくれていました・ですから ，私は，若者，木折り 貧乏人木ねじり 貧乏人と言 
われる若者のところへ ，突然行きたくなりましたが ，あ とでわかってみれば ，私が立派な 婦 
大 でしたので，神様からそう 思わされたのであ ったわけで，思いがけず ， 斜里の墓標の女 
神様が，私の 所へおみやげを 背頃 って来て下さったおかげで ，それがもとになって ，私の 
一 47 一 
ne『a］ispa［oto］e paw tok［oto］e ， ak r］ispa〔a an asinuma ka 
sikatkemat@pase@katkemat@ane@wa ， uhekotpa n wa@nep@akor@rusuy@somo 
ki@no ， (kotan-kor-kur@ane@wa ， )@kotan-kor ， nispa@hekote@katkemat@ane@wa ， 
nep@akor@rusuy@nep@ae@rusuy@somo@ki@no@okaan   
sekor@Iskar@putu@kor@nispa@atpake@ta@macihi@ne@a@korka ， wenkur@or@un 
nisap arpa〉usuy［enoko ， pirka（soytak｝irka〉amat〔or「wepeker》ap 
kuyehawenena,o 勿のⅠⅠ   
KEMRAM KA UY PON HEKACI 
RESU@ WA@ PORORE@ ISOYTAK 
1959 年 11 月 1 日録昔 
昔 7-800 年前に石狩のどこに ( そ ・‥ ) おい育った小さい 男の子の物語， これから 
uwepeker... 昔 7-800 年前の， 3 年も飢 僅が 続いた，これが keman て い う 言葉， 今 ， た 
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主人も長者になり ，雄弁になり 私もまことの 奥様，立派な 奥様になって ， ともに連れそっ 
て，何を欲しいとも 思わずに，私は (村長になって ) 村長の奥きんになって ，何を欲しいと 
も何を食べたいとも 思わずに，何不自由なく 暮らしました・ 
と ，最初 は 石狩川の川口の 村長の妻だったけれど ，貧乏人のところへ 急に行きたくなっ 
た女の人が，よい 話 ，よい魂を持っていたという 昔話を， 今語ったのですよ・おわり・ 
飢 鐘の神様が小さい 男の子を育てた 話 
私は石狩川の 上流でおじいさんに 育てられて， おじいさんと 二人で暮らしていました・ 
も う 大きくなって 物心がついて ， 見 ますと，人の 大勢住んでいた 村があ ったらしいのです 
が， 村 じゅう，ど う したことか，壊れた 家ばかりでした・そして 一軒だけちゃんとたって 
いて，私はそこでおじいさんに 育てられていたのですが ， 今はもう， やや大きくなって ， 
見 ますと，このようなことに 気づきました・おじいさんは ，毎日毎日夜になると ， 外 へ出 
て，それから 家に入って来ますと ，何か大きなものをおなかのところに 抱えて，入って 来 
るのでした．その 様子を私はへんだなあ と思っていましたので ，あ るときまた，おじいさ 
んが外へ出ましたから ，あ とについて外へ 出て，ど う するか見てやろうと ，ちょっと離れ 
た場所から，見ていますと ，おじいさんは 何をしているのだか ，何か言いながら ，しきり 
にかがんだり 立ったりしているのです・すると ， こんなことが 起こりました・ 何かすごく 
大きなものが ，空から降って 来たよ う に見えたと 思、 っ たら，おじいさんのそばに ，魚を束 
ねたようなものが ，降って来て ，それからがじいさんはそれをおなかに 抱えてその上から 
着物をかぶせて 隠して，こちらに 来そうな様子ですので ，その前に私はそうっと 帰って来 
て，それから 家にいて，何も 見なかったような 顔をしていました・すると ，おじいさんは ， 
寝床へ，そのおなかに 抱えて来たものを 持って，入りました・その 様子を見て，私は ，そ
れはそれほひどく 恐ろしい気持ちになりました． 「おじいさんだとばかり 思って， 育てて 
もらっていたけれど ， いったいどうなっているしだろう・」と 思いました・ 
すると，おじいさんは ，一晩過ぎた 次の日になると ，こう言いました・「坊や ，ゆうべ 私 
が 外へ出た時に ，おまえは私のあ とについて外へ 出て，私がしていることを ，盗み見てしま 
った．私にはわかっているのだよ・こうなったからには ，ことの次第を 語って聞かせよう・ 
おまえは，この 石狩川の上流地方を 領する村長の  色子なのだ・そして ，おまえが赤ん 坊だ 
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